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上層の資料から）みた鬼怒上流域の雨について

青木慶一郎＊
・953～55年の，5月から1・月にわたる期間碗怒上流域の一雨の面積雨量である・上層の資料は宇都宮

観測候所でル　ソ酢成している7・Omb’天気図および一…ジカル・・デrターを用いた・調査漱・

の3項目にわかれている。
1．雨量分布型と850mbの風とゐ関係．2．降雨最盛時の700mbパターソの特徴と分類・3・面積雨、

量の計算と対流不安定度。　　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　、
雨量強度娠わ拭の額を別姻計算，その和に継続時間嫌じて求めた計算趣必ずしも充分でな

かっ九．それで更に分離するパラ〆一ターとして対流不安定度の指数を導入ヤた・

　　　　　1．ま，1えがき　　1　　　第1表雨量分布型と85・mbの風との関係・

　本調査の対象としてぬき出した雨の資料は・1953年～

55年の，各年とも5月から10月にわたる期間の一雨雨量

（面積雨量）である．・鬼怒上流域のどこかで日雨量が30

mm以上あった場合を基準として，全部で50のサンプル

を得た．上層の資料は，当所でルーチンに作成している

001ゐ700mb天気図，．121の700mb，　500mb天気図
および気雰庁のエェロロジカル6データーである．

　　　2．雨量分布型と850mbの風との関係

　鬼怒上流域の雨量分布型にっいては，すでに1953年度

報告会に報告され，しかも　1．5kmの風に関連するとい

われている．これは，暖候期の凝結高度（数百m）と流

域内の山岳の高度’』（15ρ0～2000m）を考え合せると・妥

当と思われる．また，一流域に関する局地雨量と，流域

．外の一地点の上層風を対比させる点に問題はあるが・上

層風は或る拡りに対して伐表性をもつものであり・現在

地方で入手可能の資料という意味で館野の上層風を用い　噂

た．対象域の雨量分布と上層風との関係を求めておくこ

とは，たとえ定性的なものであっても，有用であろう

し，1953年当時に比べると資料が集積されサンプル選択

の基準も変ったので再検討してみた．

　1953年度報告会のモデルを援用させていただき・第1

図のような6型を設ける乏，－各型に属するサンプル数

は，第1表の（翻のとおりであって・Cc・S・SE型の順に

多い．1953年の場合多かったCE型は・雨量基準が変っ

たためか最も少い．雨量分布型と850mbの風との関係

は，第1表から総合すると，
曾）．Cc塑は風向がSE～SSW，風速は15m／s≦・で他の型

　に比べ最も大きい．雨の降り方は最も強い．

（。）．S型は風速が比較的弱く10m／s内外・風向はまちま

　　ちで傾向はみとめがたい1降り方は弱い方である．

斜．SE型は風，降り方ともヒ¢c型に似ており・この型

　はCc型の多雨域が南東方にずれただけのものである．’
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　　　　　　第1図　雨量．分布のモラル

1目・NW型は風向がSW寄りのとき現れやすく，風速は

　10m／s≧である．

姻．Sct，CE型は風が最も弱く5m／s程度で，風向の傾

　向は不明である．

心に145。～155。Eの間にある．（・）．オホーツグ海方面

にカット・オフ高気圧の中心をもつことが多い．囚．一北

太平洋高気圧のリッヂは300～40。Nの間で，東方から張

り出してきている．目．トラフは西日本にあり，さらに

西のトラフは満洲西部よりも西方にある場合が多い．

姻・本州の南方海域に台風または熱低が接近している．

　後日類似を探す場合に分類した．その結果は第2表の

とおりで・また各型の代表例を第4図の（a）・（b）・（c）・（d）

（e）・（f）・（9）に示す・宰際の予報には，まギ降雨最盛時の状態

は与えられておらず・デッド・ラインの天気函を用いる

ので・その時刻のものを総合して第3図の（c）を作ると，

大体は前述の第3図の（a）と同ようである．
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　　3・降雨最盛時の700mbパターンの特徽と分類

　当所ではルーチンに700mb天気図を作っているので

鬼怒上流域でさきに述べた基準以上の雨がふる時，700

mb天気図のバタLンにどのような特徴があるかを調
べ・さらに共通点に着目して7っの型に分類を試みた．

700mb天気図は・例えば第2図の混合比・風を参照

し・原則としては6時間面積雨量ヒストグラムのピーク

舵最もちかい時刻のものを択び，これを降雨最盛時の状

態とした．50回の降雨について共通の特徴を見出すため

　　　梅48　　％～o㌔0恩t陪5
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　　　　　　第2図館野のイソプレット（一例）

　　架・リッヂ・高気圧の中心・トラフの位置をまとめたの

　　が第3図の（a）である．悪天時の特徴逢明らかにするため

　　に・これと対比的な好晴時の700mb天気図を択び出し，

甑　前記と同様の操作をして第3図の（b）を作った．この両者

　　を見較べると，リッヂ・トラフの位相が全く逆になって
馨・おり，降雨最盛時のパタ」ンの特徴が，はっきりする．

離　　（a）の特徴と、しては，ω．大きなリッヂが150・Eを中
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型の記号 特 徴

顕著なリッテが本州の東方洋上にあ
る
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北太平洋高気圧のリッラ・‘が全体とし
て北偏

いわゆる台風または熱低の袋型

南高北低

主なリッヂが本州の西方にあるが，
その前方（西日本）に小トラフがある
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リッヂが東日本にあり東方へ去りか
けている 3
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盛岡測候所では，上式の各項を個別に計算し・加え合

せたものを標準雨量強度とし・そわを別に予想した継続、・

時間で積分して総雨量を求める方式をと，っている．瀬下・

技官の場合1ま，台風によるテピカルな場合なので，第・

1，2項は第3項に比べ無視できるとして計算された．

欝轍甥匙謙倉薙繋募議蔽．，灘
らって，50例全部につき計算を行い，実測値と比較して

みた．各項の表わし方は，

　第1項一降雨開始の直前または直後の館野における過’

去24時間の混合比（700mb層）の変化（∠σ）を延長す一

k
，

レ　

・～

トて『

第颯la）

　　●

ER弱一魍9

I
　
o

欝4厨（b）“・R漏鰍乙

　　　　舩

篤姻（ご）6儀◎門聴

　　　　ごの）
　　　　．、

　　　　　　　〇
0

6
③

o　　　　　　壷　．

　　o
　　　　　＠

○
　
’

細（e）牒…．ε欄一一

　　　　　　想

霜徊（チ）丑一膨一既臨2z

　　　　戯
の

篤廻（2）侵o’目一猷禰9

！ 藥

〃
，
○
　 ・

・O　　o

　　　　　－o
　
　
　
o

瀦綱（」）“・L…・ε濯・臨タ，

⑭

⑦倹

、

グ o

　　　　4．面積雨量の計算と対流不安定度

館野の850mbの風向からみると，鬼怒上流域宅降雨

があるときの主風向はSE～SW．であり，さらに第2図

をみても混合比の増加はこれらの風向のとき行われてい

る．これらと，栃木県の地形（NE－SW県境に防壁を

めぐらす）を老え合せると，鬼怒上流域の降雨は多くの

場合，地形性降雨の性格をもっていることがうかがわれ

る．また，台風によりSE風が卓越するテピカルな場

合，鬼怒上流域の降雨は地形性降雨として扱い得ること

は，当所の瀬下技官によって，すでに示されている．

一般に雨量強度を表わす式は，

1956年9月・

第　4　図

　　　　　　　￥
　　∠σ（8）
る・24（hs）X・・覗合比の局地変化mm／hs

　第2項ま＝（σ潮岬～σ館野）　700mb

　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　÷（％1鵠（讃逢辮線m／孟、）×…

　　＝水蒸気の移流mm／hs

　第3項一瀬下技官の提出された式を用いる

　　　　＝　0，302y1．5‘osβ　（σ1000～σ700）館野

　以上3つの項を加えたものを標準雨量強度1≧すると

総雨量Rs＝1×τ（τは雨量継続時間で未知である

が，本調査ではシノプテックに予想し得たものとした）．
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　　　　　第6図　実測値と計算値との関係

　かくして求めた計算値と実測値との関係は，第5図の

とおりである、ただし，計算値のうち第3項は最盛時の

状態が継続時間中持続すると考えていることになるの

．で，実測より大きく出る．今回の場合，計算値の1／、。を

とると実測と桁が合った．図をみると，高層観測の時間

澗隔が12時間あるため，計算の際，最盛期をうまくとれ

なかった点も一因と考えられるが，かなりばらついてい

て，何か他のパラメーターで分離されねばならない．

　さきの第3項を計算する式中，混合比の垂直傾度には

安定度も加味されているが，山岳地帯の降雨を考える場

合，対流不安定度が重要であることはすでに多く指摘さ

れている．そこで対流不安定度を表わす指数として
’
指
数
一輪島における（T－Td）5・・励鰭えた．

　　　　　館野における（T－Td）850励

　この指数の大・小と降雨の不安定性・安定性との関連

性は，第6図でうかがわれる．

　結局，対流不安定指数が大きいほど降雨に大きなピー

クが現われるから，τが同じならば，Rsは多くなるはず

である．それでこの指数を，第5図の各点の傍らに記入

してみると，かなりの程度に分離できる．1，τ，対流不

安定の程度をパラメーターとして，直接，鬼怒上流域の

面積雨量を得られるように図を作ると第7図のようにな

る．実際としては，将来の上層の，Tdを予報できない現
状では，上層で乾操の状態を主観的に予憩して，図中
　　　　下層で湿潤
の線A，Bを使いわけるを要する．　　　　　　ヤ
　以上のようにして行った予報の精度を検すると，士10－

mmの誤差を許容すれば，スキル・スコアが54となっ
た
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第7図　1，τ，対流不安定の程度からRsを求める図
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第7図　対流不安定指数と雨の降り方
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